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電験三種「理論」の正誤（○×）チェックにチャレンジ   

5 月２１日は金環日食をご覧になりましたか？受験者にとって縁起の良い○マ

ークでした。さて、今回は「理論」の学習状況のチェックの意味も込め、正誤

問題を 20問準備しました。全２０問、次ページの答を見ずに正誤（○×）チェ

ックを試みてください。ウイークポイント発見につながるといいですね！ 

 

理論のチェック問題 

 

問 No           設   問 正誤 

 １ クーロンの法則：同符号の電荷間は吸引力、異符号の電荷間は反発力が働く  

 ２ 電界の強さはベクトル量で、電位はスカラー量である  

 ３ 
２つの静電容量の並列接続の合成値Ｃは、Ｃ＝

１

Ｃ
１

＋
１

Ｃ
２

である 
 

 ４ 起磁力の単位は［Ａ］、磁気抵抗の単位は［Ｈ－１］＝［Ｗｂ/Ａ］である  

 ５ 平行な直線導体電流間に働く力は同方向は吸引力、異方向は反発力である  

 ６ 
コイル相互間の相互インダクタンスＭは√Ｎ

１
Ｎ

２
に比例する  

 

 ７ 電界中に置かれた電子は等加速運動をする  

 ８ テブナンの定理：起電力は除去し短絡、電流源は除去し合成抵抗を計算する  

 ９ ＲＬ回路の過渡現象での時定数Ｔは、Ｔ＝Ｒ/Ｌである  

１０ 
瞬時値ｅ＝√２Ｅsinωｔ＝√２Ｅcos（ωｔ＋

π

２
）である 

 

１１ 有効電力の単位は［Ｗ］、皮相電力の単位は［ｖａｒ］である  

１２ 直列共振時は電流は最大、並列共振時は電流は最小である  

１３ 
Ｙ結線の線間電圧は相電圧の√３倍で、線電流は相電流の１/√３倍である 

 

１４ Ｃ３個のΔ結線をＹ結線に等価変換するとＣ/３となる  

１５ 誘導形計器は移動磁界と円板上に生じる渦電流との電磁力を利用している  

１６ 分流器は電圧の測定範囲の拡大、倍率器は電流の測定範囲の拡大をする  

１７ Ｐ形半導体の３価の原子（アクセプタ）にはガリウムやインジウムがある  

１８ 演算増幅器の入力インピーダンスは０で出力インピーダンスは∞である  

１９ トランジスタは電流制御素子、ＦＥＴは電圧制御素子である  

２０ 百分率誤差が負であれば百分率補正は正である  



理論の解答 

 

全２０問中、×となるものについて正しい答を示しておきます。  

間違えた問題は、周辺知識を調べなおして補強しておきましょう！ 

 

問 No           正しい答 正誤 

 １ クーロンの法則：同符号の電荷間は反発力、異符号の電荷間は吸引力が働く × 

 ２  ○ 

 ３ 
２つの静電容量の並列接続の合成値Ｃは、

１

Ｃ
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の関係がある。 
× 

 ４ 起磁力の単位は［Ａ］、磁気抵抗の単位は［Ｈ－１］＝［Ａ/Ｗｂ］である × 

 ５  ○ 

 ６ コイル相互間の相互インダクタンスＭは巻数Ｎ１とＮ２の積に比例する  

 ７  ○ 

 ８  ○ 

 ９ ＲＬ回路の過渡現象での時定数Ｔは、Ｔ＝Ｌ/Ｒである × 

１０ 
瞬時値ｅ＝√２Ｅsinωｔ＝√２Ｅcos（ωｔ－

𝛑

２
）である 

× 

１１ 有効電力の単位は［Ｗ］、無効電力の単位は［ｖａｒ］である × 

１２  ○ 

１３ 
Ｙ結線の線間電圧は相電圧の√３倍で、線電流＝相電流である 

× 

１４ Ｃ３個のΔ結線をＹ結線に等価変換すると３Ｃとなる × 

１５  ○ 

１６ 分流器は電流の測定範囲の拡大、倍率器は電圧の測定範囲の拡大をする × 

１７  ○ 

１８ 演算増幅器の入力インピーダンスは∞で出力インピーダンスは０である × 

１９  ○ 

２０  ○ 

 

最後に一句 「○×で 悩める者は おさらいを」            

 


